
大
伴
家
持
内
舎
人
任
官
年
時
考

小

野

寛

一

　
大
伴
家
持
は
天
平
十
年
か
ら
同
十
六
年
ま
で
「
内
舎
人
」
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
『
万
葉
集
』
に
ょ
っ
て
の
み
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ

の
事
実
の
記
載
は
次
の
六
例
で
あ
る
。

　
　
天
平
十
年
十
月
　
　
　
　
巻
八
、
一
五
九
一
の
左
注
に
　
　
　
　
　
　
　
右
一
首
内
舎
人
大
伴
宿
祢
家
持

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
前
冬
十
月
十
七
日
集
二
於
右
大
臣
橘
卿
之
旧
宅
一
宴
飲
也

　
　
天
平
十
二
年
十
月
　
　
　
巻
六
、
一
〇
二
九
の
題
詞
に
　
　
　
　
　
　
　
十
二
年
庚
辰
冬
十
月
、
依
二
大
宰
少
弐
藤
原
朝
臣
広
嗣
謀
反
発
フ
軍
幸
二
干

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
勢
国
一
之
時
、
河
口
行
宮
、
内
舎
人
大
伴
宿
祢
家
持
作
歌
一
首

　
　
天
平
十
三
年
四
月
　
　
　
巻
十
七
、
三
九
一
一
～
三
九
＝
二
の
左
注
に
　
右
、
四
月
三
日
、
内
舎
人
大
伴
宿
祢
家
持
、
従
二
久
遍
京
一
報
二
送
弟
書
持
一

　
　
天
平
十
五
年
八
月
　
　
　
巻
六
、
「
〇
三
七
の
題
詞
に
　
　
　
　
　
　
十
五
年
癸
未
秋
八
月
十
六
日
、
内
舎
人
大
伴
宿
祢
家
持
讃
二
久
遡
京
一
作
歌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
首

　
　
同
年
　
　
暮
頃
　
　
　
　
巻
六
、
一
〇
四
〇
の
題
詞
に
　
　
　
　
　
　
安
積
親
王
宴
二
左
少
弁
藤
原
八
束
朝
臣
家
一
之
日
、
内
舎
人
大
伴
宿
祢
家
持

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
作
歌
一
首

　
　
天
平
十
六
年
二
月
　
　
　
巻
三
、
四
七
五
～
四
八
〇
の
題
詞
に
　
　
　
　
十
六
年
甲
申
春
二
月
、
安
積
皇
子
藷
之
時
、
内
舎
人
大
伴
宿
祢
家
持
作
歌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
首

　
『
続
日
本
紀
』
に
大
伴
家
持
の
名
が
始
め
て
見
え
る
の
は
天
平
十
七
年
正
月
七
日
で
、
こ
の
日
、
正
六
位
上
大
伴
宿
祢
家
持
を
従
五
位

下
に
叙
し
た
。
内
舎
人
の
相
当
位
は
六
位
ま
で
と
確
認
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
『
万
葉
集
』
で
の
内
舎
人
記
載
が
天
平
十
六
年
二
月
（
～
三

一一
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月
）
で
途
絶
え
て
い
る
こ
と
と
合
せ
て
、
家
持
の
内
舎
人
は
天
平
十
六
年
ま
で
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
内
舎
人
は
『
続
日
本
紀
』
大
宝
元
年
⊥
ハ
月
二
日
の
条
に
、

　
　
始
補
二
内
舎
人
九
十
人
↓
於
二
太
政
官
一
列
見
。

と
あ
る
の
が
始
め
で
、
『
養
老
令
」
の
職
員
令
に
よ
る
と
中
務
省
に
属
し
、

　
　
内
舎
人
九
十
人
、
常
下
帯
7
刀
宿
衛
、
供
二
奉
雑
使
↓
若
駕
行
分
中
衛
前
後
上

と
あ
る
。
天
皇
側
近
に
侍
従
し
、
常
に
帯
刀
し
て
宿
直
、
警
備
そ
の
他
の
雑
事
に
従
う
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
任
官
に
関
し
て
は
『
養
老

令
』
の
軍
防
令
に
、

　
　
凡
五
位
以
上
子
孫
、
年
廿
一
以
上
、
見
無
二
役
仕
一
者
、
毎
年
京
国
官
司
、
勘
検
知
γ
実
。
限
二
十
二
月
一
日
ハ
井
身
、
送
二
式
部
。
申
二
太

　
　
政
官
↓
検
二
藺
性
識
聡
敏
、
儀
容
可
サ
取
、
充
二
内
舎
人
。
粧
錯
配
概
以
外
式
部
随
〆
状
充
二
大
舎
人
及
東
宮
舎
人
一
。

と
あ
る
。

　
家
持
の
父
大
伴
旅
人
は
蕩
時
、
大
納
言
従
二
位
で
あ
っ
た
。
祖
父
大
伴
安
麻
呂
も
大
納
言
で
莞
じ
、
従
二
位
を
追
贈
さ
れ
て
い
る
。
右

に
「
三
位
以
上
子
、
不
γ
在
二
藺
限
一
。
」
と
あ
る
に
よ
れ
ば
、
家
持
は
資
格
審
査
免
除
で
内
舎
人
に
任
ぜ
ら
れ
た
は
ず
で
あ
る
。

　
天
平
十
年
を
家
持
の
内
舎
人
の
初
年
と
す
れ
ば
、
家
持
は
天
平
九
年
（
七
三
七
）
十
二
月
一
日
に
内
舎
人
の
候
補
に
選
ば
れ
た
こ
と
に

な
り
、
右
の
規
定
に
よ
れ
ば
そ
の
時
二
十
一
歳
以
上
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
家
持
の
生
年
を
逆
算
す
れ
ば
、
養
老
元
年

（
七
一
七
）
か
そ
れ
以
前
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
『
続
日
本
紀
』
に
よ
れ
ば
家
持
は
延
暦
四
年
（
七
八
五
）
八
月
二
十
八
日
に
没
し
た
。
そ
こ
に
は
彼
の
略
伝
が
記
さ
れ
、
死
後
、
藤
原

種
継
暗
殺
事
件
に
関
係
の
あ
っ
た
こ
と
が
発
覚
し
て
除
名
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
享
年
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。

　
家
持
の
生
年
及
び
年
齢
の
記
載
は
『
公
卿
補
任
』
に
、
宝
亀
十
一
年
（
七
八
〇
）
始
め
て
参
議
の
列
に
加
わ
っ
た
家
持
の
名
の
左
に

　
　
大
納
言
従
二
位
旅
人
（
又
名
多
比
等
）
之
子
。
天
平
元
年
己
巳
生
。

と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
天
平
九
年
は
九
歳
で
あ
り
、
没
年
延
暦
四
年
は
五
十
七
歳
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
同
じ
く
宝
亀
十
二
年

（
天
応
元
年
）
の
条
に
は
、
家
持
の
名
の
下
に
「
六
十
四
」
と
あ
り
、
こ
れ
は
そ
の
年
の
年
齢
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
養
老
二

年
（
七
一
八
）
生
れ
と
な
り
、
天
平
九
年
は
二
十
歳
で
、
没
年
に
は
六
十
八
歳
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

2



　
ま
た
、
『
続
群
書
類
従
』
所
収
の
『
大
伴
系
図
』
に
家
持
の
享
年
を
「
六
十
八
才
」
と
記
し
、
『
伴
氏
系
図
』
の
一
に
は
「
五
十
七
レ
と

あ
り
、
『
伴
氏
系
図
』
の
二
に
は
「
天
平
元
己
巳
年
生
」
と
あ
っ
て
、
「
五
十
七
才
」
と
記
し
て
あ
る
。
古
く
、
延
暦
四
年
六
十
八
歳
－
養

老
二
年
誕
生
説
と
、
天
平
元
年
誕
生
説
の
両
説
が
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
『
万
葉
集
』
巻
四
、
五
六
七
の
左
注
に

　
　
以
前
、
天
平
二
年
庚
午
夏
六
月
、
帥
大
伴
卿
、
忽
生
二
瘡
脚
↓
疾
二
苦
枕
席
一
。
因
レ
此
馳
γ
駅
上
奏
、
望
請
、
庶
弟
稲
公
・
姪
胡
麻
呂
、

　
　
欲
レ
語
二
遺
言
一
者
、
勅
二
右
兵
庫
助
大
伴
宿
祢
稲
公
、
治
部
少
丞
大
伴
・
宿
祢
胡
麻
呂
両
人
↓
給
γ
駅
発
遣
、
令
γ
省
二
卿
病
。
而
逢
二
数
旬
一
、

　
　
幸
得
二
平
復
一
。
干
レ
時
稲
公
等
、
以
二
病
既
療
↓
発
ゾ
府
上
〆
京
。
於
γ
是
大
監
大
伴
宿
祢
百
代
、
少
典
山
口
忌
寸
若
麻
呂
、
及
卿
男
家
持
等
、

　
　
相
二
送
駅
使
↓
共
到
二
夷
守
駅
家
↓
柳
飲
悲
7
別
、
乃
作
二
此
歌
一
。

と
あ
る
。
大
宰
府
の
官
人
た
ち
と
共
に
大
宰
帥
大
伴
旅
人
の
「
男
」
家
持
も
大
伴
稲
公
・
胡
麻
呂
を
見
送
り
、
あ
る
い
は
柳
か
飲
ん
で
別

れ
を
惜
し
ん
だ
。
家
持
天
平
元
年
生
れ
な
ら
、
こ
の
時
満
一
歳
ば
か
り
の
み
ど
り
子
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　
ま
た
、
天
平
五
年
に
は
家
持
は
次
の
歌
を
詠
ん
で
い
る
。

　
　
振
り
放
け
て
三
日
月
見
れ
ば
一
目
見
し
人
の
眉
引
思
ほ
ゆ
る
か
も
（
巻
六
、
九
九
四
）

家
持
天
平
元
年
生
れ
な
ら
、
こ
の
年
五
歳
の
幼
児
で
あ
っ
た
。
更
に
九
歳
で
内
舎
人
、
十
七
歳
で
従
五
位
下
昇
叙
な
ど
も
あ
り
得
ず
、
天

平
元
年
誕
生
説
は
成
立
し
な
い
。

　
一
方
養
老
二
年
誕
生
説
で
は
、
天
平
九
年
内
舎
人
候
補
の
年
二
十
歳
と
な
り
、
二
十
一
歳
以
上
と
す
る
令
の
規
定
に
合
わ
な
い
の
で
あ

る
。　
養
老
二
年
誕
生
説
を
と
る
な
ら
ば
、
天
平
十
年
に
家
持
は
内
舎
人
で
あ
っ
た
と
す
る
『
万
葉
集
』
巻
八
、
一
五
九
一
の
左
注
を
疑
わ
ざ

る
を
得
ず
、
こ
れ
を
信
ず
る
な
ら
ば
、
養
老
二
年
誕
生
説
を
な
き
も
の
と
し
て
、
先
述
の
如
く
養
老
元
年
か
そ
れ
以
前
の
誕
生
と
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
諸
説
は
大
別
す
れ
ば
そ
の
い
ず
れ
か
で
あ
っ
た
。

3

二

家
持
の
内
舎
人
任
官
年
時
ま
た
は
生
年
に
つ
い
て
、
早
く
小
泉
蓼
三
氏
『
評
釈
大
伴
家
持
全
集
』
（
鰍
鉦
計
五
）
は
「
家
持
の
生
れ
た
の
は



元
正
帝
の
養
老
二
年
の
年
と
推
定
さ
れ
る
」
と
い
い
、
「
天
平
十
年
に
は
彼
は
二
十
一
歳
の
青
年
と
な
つ
た
。
（
中
略
）
彼
は
こ
の
年
内
舎

人
に
任
ぜ
ら
れ
て
聖
武
帝
の
傍
に
出
仕
す
る
こ
と
に
な
つ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
佐
佐
木
信
綱
氏
『
大
伴
旅
人
・
大
伴
家
持
』
（
砺
難
喰
緻
汰

靭珈

ﾌ
三
）
も
「
家
持
は
大
伴
旅
人
の
長
男
と
し
て
、
元
正
天
皇
の
養
老
二
年
に
生
れ
た
」
と
い
い
、
「
天
平
十
年
、
二
十
一
歳
で
内
舎
人
に

任
ぜ
ら
れ
て
、
朝
廷
に
出
仕
す
る
こ
と
に
な
つ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
歴
史
学
者
川
崎
庸
之
氏
も
「
大
伴
家
持
」
（
『
歴
史
学
硬
究
』
昭
和
十
七
年
正
月
、
　
『
記
紀
万
葉
の
世
界
」
所
牧
）

に
「
家
持
は
養
老
二
年
に
生
れ
た
も
の
と
す
る
よ
り
ほ
か
は
な
い
と
思
う
」
と
い
い
、
「
家
持
の
公
人
と
し
て
の
生
涯
は
、
天
平
十
年
（
二

十
一
才
）
に
彼
が
内
舎
人
に
補
せ
ら
れ
た
と
き
か
ら
は
じ
ま
る
と
見
て
い
い
」
と
述
べ
て
い
る
。

　
養
老
二
年
誕
生
説
と
天
平
十
年
内
舎
人
任
官
と
の
矛
盾
に
気
付
い
て
い
な
い
こ
の
頃
に
、
藤
田
寛
海
氏
が
「
大
伴
家
持
内
舎
人
任
官
年

代
試
致
」
（
『
国
語
と
国
文
学
』
昭
和
十
五
年
三
月
）
を
発
表
さ
れ
た
の
は
画
期
的
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
藤
田
説
は
昭
和
四
十
三
年
に
新
し
い
論
文
が
あ
る
の
で
、

そ
れ
に
依
り
た
い
と
思
う
。

内鋸

ｮ
選
醸
繍
難
繕
癒
残
偏
ど
羅
麟
籍
嫉
携
激
昧
葺
麟
講
」
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で
あ
つ
た
と
推
定
を
下
し
得
る
の
で
あ
る
。
従
つ
て
家
持
の
生
れ
た
の
は
、
元
正
天
皇
の
養
老
元
年
或
は
霊
亀
二
年
に
な
り
、
死
ん
だ
の

は
六
十
九
歳
或
は
七
十
歳
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
ふ
結
論
に
到
達
す
る
」
と
述
べ
、
同
書
の
巻
末
の
家
持
年
譜
に
は
「
家
持
生
誕
を
元

正
天
皇
霊
亀
二
年
と
観
じ
記
せ
り
」
と
記
し
て
い
る
。

　
久
松
潜
一
博
士
「
大
伴
家
持
」
（
『
日
本
歌
人
講
座
」
第
一
巻
『
上
古
の
歌
人
』
所
牧
、
昭
和
四
十
三
年
十
月
）
は
本
筋
は
尾
山
説
に
従
い
、
「
私
は
延
暦
四
年
を
六
十
九
歳
と
し
、
生
ま
れ

た
の
は
養
老
元
年
と
し
た
い
」
と
述
べ
て
い
る
。

　
森
脇
一
夫
博
士
「
大
伴
家
持
」
（
「
和
歌
文
学
講
座
』
第
五
巻
「
万
葉
の
歌
人
』
所
牧
、
昭
和
四
十
四
年
四
［
月
）
も
養
老
元
年
生
れ
、
死
ん
だ
の
は
六
十
九
歳
と
す
る
推
定
に
い
ま
は
従
っ

て
お
く
と
い
う
。

　
藤
田
寛
海
氏
「
大
伴
家
持
」
（
『
講
座
日
本
文
学
』
上
代
編
H
所
牧
、
昭
和
四
十
三
年
十
一
月
）
は
ま
ず
内
舎
人
の
任
期
を
考
え
た
。
選
叙
令
に
よ
る
と

　
　
凡
初
位
以
上
長
上
官
選
代
、
皆
以
二
⊥
ハ
考
一
為
γ
限
。

と
あ
り
、
内
舎
人
も
長
上
官
扱
い
で
あ
る
か
ら
六
考
制
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
六
考
制
は
慶
雲
三
年
（
七
〇
六
）
の
格
で
四
考
に
改

め
ら
れ
た
の
で
、
天
平
年
間
に
は
内
舎
人
の
任
期
は
四
年
で
あ
っ
た
。
当
時
の
在
任
功
過
の
考
定
に
お
け
る
一
年
と
は
、
八
月
「
臼
か
ら



翌
年
の
七
月
末
日
ま
で
を
言
う
の
で
あ
る
か
ら
、
家
持
が
天
平
十
七
年
正
月
に
従
五
位
下
に
昇
叙
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
天
平
十
六
年

（
七
四
四
）
七
月
末
日
ま
で
に
内
舎
人
と
し
て
満
四
年
を
経
過
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
　
こ
れ
に
よ
っ
て
逆
算
す
る
と
、
家
持
の
内
舎

人
の
初
年
は
天
平
十
二
年
（
七
四
〇
）
八
月
一
日
以
前
と
な
る
。
従
っ
て
家
持
は
、
令
の
任
官
規
定
に
よ
っ
て
、
そ
の
前
年
天
平
十
一
年

十
二
月
一
日
に
内
舎
人
の
候
補
と
な
り
、
正
式
の
任
官
は
十
二
年
の
初
頭
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
『
万
葉
集
』
巻
八
の
天
平
十
年
内
舎

人
の
記
載
に
つ
い
て
は
、
冬
十
月
の
集
宴
歌
で
あ
る
の
に
秋
雑
歌
の
部
に
収
録
さ
れ
て
い
る
の
は
、
そ
の
集
宴
歌
十
一
首
が
い
ず
れ
も

「
黄
葉
」
を
歌
っ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
歌
わ
れ
た
「
季
の
景
物
」
に
拠
っ
て
秋
雑
歌
の
部
に
収
録
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
、
従
っ
て
歌

作
の
年
時
を
重
視
し
て
の
収
録
と
は
認
め
が
た
い
。
更
に
、
こ
の
十
一
首
の
歌
群
は
最
後
に
家
持
の
歌
が
あ
っ
て
彼
の
手
控
か
ら
の
所
出

と
思
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
ま
た
そ
の
左
注
「
以
前
冬
十
月
云
々
」
の
記
事
も
既
に
そ
の
手
控
に
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
、

巻
八
現
在
の
作
品
配
列
か
ら
直
ち
に
「
以
前
冬
十
月
」
を
天
平
十
年
十
月
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
こ
の
左
注
が
天
平
十
年
を

意
味
し
な
い
と
す
る
と
、
天
平
十
二
年
内
舎
人
任
官
の
私
考
に
抵
触
す
る
も
の
で
は
あ
り
え
な
い
。
藤
田
氏
は
こ
の
よ
う
に
述
べ
て
い

る
。
藤
田
氏
は
養
老
二
年
家
持
誕
生
説
を
と
っ
て
い
る
か
ら
、
天
平
十
一
年
十
二
月
一
日
家
持
が
内
舎
人
の
候
補
に
定
め
ら
れ
た
の
は
二

十
二
歳
の
時
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
次
に
林
田
正
男
氏
「
大
伴
家
持
管
見
ー
内
舎
人
任
官
を
め
ぐ
つ
て
ー
」
（
『
国
文
学
』
昭
和
四
十
五
年
二
月
）
は
二
十
一
歳
以
前
に
内
舎
人
ま
た
は
何
等
か
の
方

法
で
出
身
す
る
事
は
出
来
な
か
っ
た
か
を
考
察
し
た
。
藤
原
豊
成
が
養
老
七
年
に
十
九
歳
も
し
く
は
二
十
歳
で
内
舎
人
兼
兵
部
大
丞
で
あ

っ
た
こ
と
、
や
や
後
に
藤
原
緒
嗣
が
延
暦
七
年
十
五
歳
で
内
舎
人
と
な
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
藤
原
氏
の
子
孫
と

い
う
上
級
貴
族
官
人
で
、
特
授
や
別
勅
処
分
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
ら
、
野
村
忠
夫
氏
の
『
律
令
官
人
制
の
研
究
』
に
示
さ
れ
て
い
る

よ
う
に
、
多
く
の
上
級
貴
族
の
子
孫
は
「
自
進
仕
人
」
と
し
て
出
身
し
た
と
見
る
の
が
一
番
妥
当
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
天
平
十
年
内
舎
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む

で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
左
注
を
も
つ
『
万
葉
集
』
巻
八
の
例
の
集
宴
歌
群
の
最
初
に
「
橘
朝
臣
奈
良
麿
結
集
宴
歌
十
一
首
」
　
「
右
二
首
、

　
む
　
　
む

橘
朝
臣
奈
良
麿
」
（
傍
点
は
論
者
林
田
氏
）
と
あ
る
。
こ
の
時
橘
氏
は
宿
祢
で
あ
っ
た
。
天
平
勝
宝
二
年
正
月
に
朝
臣
を
賜
っ
て
お
り
、
こ

こ
は
後
の
姓
で
記
し
て
い
る
。
「
内
舎
人
」
も
同
じ
理
由
か
ら
後
の
官
職
名
を
付
記
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
林
田
氏
は
こ
の
よ
う
に
述
べ
て
、

結
論
と
し
て
藤
田
氏
の
天
平
十
二
年
任
内
舎
人
説
に
従
い
、
誕
生
は
養
老
二
年
説
に
従
っ
て
、
次
の
よ
う
に
ま
と
め
て
い
る
。

　
　
天
平
十
年
八
月
以
前
　
自
進
仕
人
　
（
十
九
歳
）

　　　pm　　5一



　
　
天
平
十
二
年
八
月
　
任
内
舎
人
　
（
二
十
一
歳
）

　
　
天
平
十
六
年
　
内
舎
人
満
考
　
　
（
二
十
五
歳
）

　
　
天
平
十
七
年
正
月
　
正
六
位
上
よ
り
従
五
位
下
　
（
二
十
六
歳
）

　
　
天
平
十
八
年
三
月
　
散
位
よ
り
宮
内
少
輔
　
（
二
十
七
歳
）

　
山
本
健
吉
氏
『
大
伴
家
持
』
（
紹
鞠
姻
肝
）
は
林
田
説
を
更
に
進
め
て
、
自
進
仕
人
と
し
て
出
身
し
た
と
す
れ
ば
内
舎
人
に
準
ず
る
者
、
内

舎
人
と
同
じ
役
任
に
就
く
者
と
し
て
、
内
舎
人
の
肩
書
を
記
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
と
い
う
。
そ
し
て
林
田
氏
の
年
齢
算
定
の
誤
り

を
指
摘
し
、
「
天
平
十
二
年
に
二
十
一
歳
た
る
た
め
に
は
、
養
老
四
年
の
生
れ
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
彼
が
何
年
か
、
自
進
仕
人
の
時
期

を
持
っ
た
と
す
れ
ば
、
二
十
三
歳
ま
で
内
舎
人
に
任
ぜ
ら
れ
な
か
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
だ
か
ら
私
は
養
老
四
年
（
七
二
〇
）
誕
生

と
し
た
い
」
と
述
べ
て
い
る
。

　
川
口
常
孝
氏
「
家
持
生
年
考
」
（
『
語
文
』
第
三
十
九
輯
、
昭
和
四
十
九
年
三
月
）
は
藤
田
説
の
慶
雲
三
年
格
の
四
考
制
の
問
題
に
疑
問
を
持
ち
、
こ
の
格
を
内
容
的

に
改
行
し
た
延
暦
十
四
年
十
月
八
日
の
格
に
、

　
　
今
二
按
彼
格
音
鉛
准
二
拠
四
位
五
位
之
孫
一
立
レ
例
。
（
中
略
）
而
省
所
γ
行
。
三
位
以
上
子
孫
。
及
四
位
五
位
子
出
身
之
後
。
待
ノ
足
二
六

　
　
考
一
。
乃
預
二
選
例
↓
既
乖
二
令
条
司
不
ノ
易
二
因
循
↓
但
施
行
暦
レ
代
。
不
レ
得
二
轍
改
↓
謹
請
二
官
裁
一
。

と
あ
っ
て
、
依
然
と
し
て
六
考
制
の
行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
、
家
持
が
六
年
間
を
内
舎
入
に
任
じ
た
と
し
て
も
不
自
然
で
は
な
い

と
し
、
「
旧
制
適
用
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
天
平
十
七
年
正
月
に
従
五
位
下
た
る
た
め
に
は
、
天
平
十
六
年
（
七
四
四
）
七
月
末
日
ま
で
に

満
六
年
を
経
過
し
た
と
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
に
よ
っ
て
逆
算
す
る
と
、
何
の
こ
と
は
な
い
、
ぴ
た
り
と
天
平
十
年
橘
家
宴
席
歌
の
年

と
な
る
の
で
あ
る
。
前
年
十
二
月
に
『
検
簡
』
さ
れ
、
「
式
部
詮
擬
申
官
、
而
乃
補
任
」
の
手
続
を
径
て
、
十
年
八
月
一
日
に
正
式
の
発

令
を
見
た
の
で
あ
ろ
う
」
と
述
べ
て
い
る
。
氏
は
『
万
葉
集
』
巻
八
の
「
以
前
冬
十
月
十
七
日
」
の
左
注
の
配
列
を
信
ず
べ
き
だ
と
し

て
。
こ
れ
を
天
平
十
年
以
外
の
い
ず
れ
の
年
で
も
な
い
と
い
う
。
そ
し
て
、
軍
防
令
に
「
年
廿
一
以
上
」
と
あ
る
が
三
位
以
上
の
家
の
子

は
資
格
年
齢
の
二
十
一
歳
に
達
し
て
さ
え
い
れ
ば
候
補
に
あ
げ
ら
れ
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
こ
と
、
天
平
十
年
と
い
う
年
が
疫
瘡

の
大
流
行
に
よ
っ
て
多
く
の
死
者
を
出
し
た
年
の
翌
年
で
若
い
官
人
層
に
も
人
的
パ
ニ
ッ
ク
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
、
橘
諸
兄
が
台
閣

の
主
班
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
家
持
は
内
舎
人
に
任
官
し
た
天
平
十
年
に
二
十
二
歳
で
あ
っ
た
と
い
う
。
ま
た
川
口
氏
は
、
林
田
氏
の
自

6一
』



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

進
仕
人
説
は
こ
れ
が
一
般
的
で
は
な
い
こ
と
、
家
持
自
身
が
非
自
進
的
で
あ
る
こ
と
を
あ
げ
て
否
認
し
た
。

　
私
は
、
天
平
十
年
代
に
内
舎
人
の
任
期
が
慶
雲
三
年
の
格
を
守
っ
て
四
考
制
で
あ
っ
た
か
、
依
然
と
し
て
六
考
制
で
あ
っ
た
か
、
ど
ち

ら
か
に
定
め
ね
ば
な
ら
な
い
と
は
考
え
な
い
。
恐
ら
く
四
考
制
を
原
則
と
す
る
が
、
五
年
の
場
合
も
六
年
の
場
合
も
ま
た
十
二
年
の
場
合

も
、
個
人
に
よ
っ
て
あ
り
え
た
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
私
は
、
『
万
葉
集
』
巻
八
、
一
五
九
一
の
左
注
「
以
前
冬
十
月
十
七
日
云
々
」
を

天
平
十
年
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
藤
田
説
の
よ
う
に
簡
単
に
否
定
す
る
こ
と
も
で
き
ず
、
川
口
説
の
よ
う
に
簡
単
に
信
ず
べ
き
だ
と
も

言
え
な
い
。
こ
の
左
注
の
配
列
に
っ
い
て
の
十
分
な
検
討
を
経
ず
し
て
家
持
の
内
舎
人
任
官
年
時
は
決
定
で
き
な
い
と
、
私
は
考
え
る
。

三

　
『
万
葉
集
』
巻
八
の
年
時
の
記
載
は
、
春
雑
歌
に
一
、
春
相
聞
に
一
、
夏
雑
歌
に
一
、

歌
の
部
が
圧
倒
的
に
多
い
。
そ
の
年
時
記
事
は
全
て
左
注
で
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
1
　
右
養
老
八
年
七
月
七
日
応
令
（
一
五
一
八
）

　
2
　
右
神
亀
元
年
七
月
七
日
夜
左
大
臣
宅
（
一
五
【
九
）

　
3
　
右
天
平
元
年
七
月
七
日
夜
憶
良
仰
観
天
河
（
一
五
二
〇
～
一
五
二
二
）

　
4
　
右
天
平
二
年
七
月
八
日
夜
帥
家
集
会
（
一
五
二
一
二
～
一
五
二
六
）

秋
雑
歌
に
十
一
、
秋
相
聞
に
三
個
所
で
、
秋
雑

7

5

右
四
首
天
平
八
年
丙
子
秋
九
月
作
（
一
五
六
六
～
一
五
六
九
）

6789

天
平
十
年
戊
寅
秋
八
月
廿
日
（
一
五
七
四
～
一
五
八
〇
）

以
前
冬
十
月
十
七
日
集
於
右
大
臣
橘
卿
之
旧
宅
宴
飲
也
（
一
五
八
一
～
一
五
九
一
）

右
天
平
十
一
年
己
卯
秋
九
月
作
（
一
五
九
二
、
一
五
九
三
）

右
冬
十
月
皇
后
宮
之
維
摩
講
　
終
日
供
養
大
唐
高
麗
等
種
々
音
楽
　
爾
乃
唱
此
歌
詞

弾
琴
者
市
原
王
　
忍
坂
王
：
（
一
五
九
四
）
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@
右
天
平
十
五
年
癸
未
秋
八
月
見
物
色
作
（
一
五
九
七
～
一
五
九
九
）

　
1
1
　
右
二
首
天
平
十
五
年
癸
未
八
月
十
六
日
作
（
一
六
〇
二
、
一
六
〇
三
）

　
1
～
4
は
「
山
上
臣
憶
良
七
夕
歌
十
二
首
」
の
題
詞
の
下
に
一
括
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
そ
の
書
式
も
他
と
異
な
り
、
こ
の
十
二
首
が

独
自
の
資
料
か
ら
こ
こ
に
収
録
さ
れ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　
5
以
下
の
中
で
、
元
号
及
び
年
を
記
す
5
6
8
1
0
1
1
と
、
そ
れ
を
記
さ
ぬ
7
9
と
は
、
年
を
記
さ
ぬ
と
い
う
違
い
だ
け
で
な
い
、
明
ら

か
な
左
注
の
性
格
の
違
い
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
問
題
の
左
注
は
そ
の
7
で
あ
る
。
次
に
5
6
8
1
0
1
1
の
う
ち
、
6
の
み
ま
た
他
と
異

な
る
。

　
5
8
1
0
1
1
の
「
右
何
首
」
ま
た
は
「
右
」
で
始
ま
り
「
作
」
で
結
ぶ
書
式
に
対
し
て
、
6
は
そ
っ
け
な
く
た
だ
年
月
日
を
記
す
の
み
で

あ
る
。
5
は
家
持
作
、
8
は
坂
上
郎
女
作
、
1
0
1
1
は
ま
た
家
持
作
で
、
こ
れ
ら
は
家
持
・
坂
上
郎
女
の
個
人
の
独
詠
的
な
作
品
で
あ
る
の

に
対
し
て
、
6
7
は
宴
席
で
出
席
者
が
次
々
に
詠
ん
だ
歌
を
収
録
し
た
も
の
で
あ
り
、
8
は
皇
后
宮
の
維
摩
講
に
お
い
て
琴
の
伴
奏
で
歌

っ
た
歌
を
一
首
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
宴
や
講
の
席
で
歌
わ
れ
た
も
の
を
記
録
し
た
も
の
と
い
う
点
で
共
通
す
る
。
っ
ま
り
5

8
1
0
1
1
と
6
7
9
と
は
左
注
の
書
式
の
違
い
の
み
な
ら
ず
、
歌
の
性
格
が
異
な
る
の
で
あ
る
。
5
8
1
0
1
1
な
ど
の
一
群
は
家
持
の
手
元
に

あ
っ
た
自
分
の
身
辺
の
私
生
活
の
中
で
の
記
録
・
メ
モ
か
ら
出
た
も
の
の
よ
う
で
あ
り
、
6
7
9
は
対
外
的
な
社
交
の
場
で
の
歌
の
記
録

か
ら
出
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
問
題
の
7
を
含
む
そ
の
後
者
の
記
録
は
ま
た
一
っ
で
あ
っ
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。
左
注
の
書
き
様
だ
け
か
ら
見
る
と
、
6
と
7
9
と
い

う
二
つ
の
別
種
の
メ
モ
が
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
ら
が
巻
八
に
収
め
ら
れ
配
列
を
与
え
ら
れ
る
と
き
、
6
と
7
が
並
び
、
8
を
挟
ん

で
9
と
配
列
さ
れ
た
の
は
、
そ
の
時
編
者
が
知
っ
て
い
た
、
あ
る
い
は
資
料
に
よ
っ
て
知
り
得
た
そ
の
歌
の
作
歌
年
時
に
よ
っ
た
の
で
あ

る
。
「
以
前
冬
十
月
」
は
天
平
十
年
と
見
る
べ
き
だ
と
思
う
。

　
藤
田
氏
は
「
歌
作
の
年
時
を
重
視
し
て
の
収
録
と
は
認
め
が
た
い
」
と
言
う
が
、
そ
の
年
時
が
わ
か
れ
ば
そ
れ
に
従
っ
て
配
列
し
ょ
う

と
し
て
い
る
こ
と
は
認
め
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

　
天
平
十
年
に
家
持
が
内
舎
人
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
の
記
載
へ
の
疑
問
を
、
林
田
氏
は
こ
の
歌
群
の
題
詞
及
び
そ
の
冒
頭
の
二
首
（
一
五

8



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
　
　
カ

八
一
、
　
五
八
二
）
の
左
注
に
「
橘
朝
臣
奈
良
麻
呂
」
と
あ
る
こ
と
に
着
目
し
、
「
こ
の
時
橘
氏
は
宿
祢
で
あ
っ
た
。
天
平
勝
宝
二
年
正
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
　
マ

に
朝
臣
を
賜
っ
て
お
り
、
こ
こ
は
後
の
姓
で
記
し
て
い
る
こ
と
。
『
内
舎
人
』
も
同
じ
理
由
か
ら
後
の
官
職
名
を
付
記
し
た
の
で
あ
ろ
う
」

と
い
う
。

　
『
続
日
本
紀
』
に
天
平
八
年
十
一
月
十
一
日
、
葛
城
王
の
臣
籍
降
下
の
願
い
が
入
れ
ら
れ
、
同
月
十
七
日
、
橘
宿
祢
を
賜
っ
た
と
あ

る
。
そ
し
て
同
じ
く
『
続
日
本
紀
』
天
平
勝
宝
二
年
正
月
十
六
日
の
条
に
「
左
大
臣
正
一
位
橘
宿
祢
諸
兄
賜
二
朝
臣
姓
一
」
と
あ
る
。
林
田

氏
の
指
摘
は
正
し
い
。

　
官
職
に
つ
い
て
見
る
に
、
諸
兄
は
天
平
十
年
正
月
右
大
臣
を
拝
し
、
同
十
五
年
五
月
左
大
臣
を
拝
し
、
天
平
勝
宝
八
年
致
仕
す
る
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヤ

十
九
年
間
台
閣
の
頂
上
に
あ
っ
た
。
こ
の
左
注
に
「
右
大
臣
橘
卿
之
旧
宅
」
と
あ
る
の
は
正
し
く
天
平
十
年
十
月
現
在
の
官
名
で
あ
り
、

後
の
官
名
を
記
し
て
い
な
い
。

　
こ
の
歌
群
の
作
者
は
、

　
　
橘
朝
臣
奈
良
麻
呂

　
　
久
米
女
王

　
　
長
忌
寸
娘

　
　
内
舎
人
県
犬
養
宿
祢
吉
男

　
　
県
犬
養
宿
祢
持
男

　
　
大
伴
宿
祢
書
持

　
　
三
手
代
人
名

　
　
忌
許
遍
麻
呂

　
　
大
伴
宿
秦
池
主

　
　
内
舎
人
大
伴
宿
祢
家
持

の
十
人
で
あ
る
が
、
官
職
名
を
付
記
し
た
の
は
内
舎
人
県
犬
養
宿
祢
吉
男
と
内
舎
人
大
伴
宿
祢
家
持
の
み
で
あ
る
。

　
こ
の
宴
の
主
入
橘
奈
良
麻
呂
は
諸
兄
の
長
子
で
、
天
平
十
二
年
五
月
に
無
位
か
ら
従
五
位
下
を
授
け
ら
れ
、
同
年
十
一
月
に
早
く
も
従

9



五
位
上
に
叙
せ
ら
れ
、
翌
十
三
年
七
月
大
学
頭
と
な
り
、
十
五
年
五
月
に
は
正
五
位
上
と
な
っ
て
い
る
。
家
持
の
「
内
舎
入
」
が
後
の
官

名
を
記
し
た
も
の
な
ら
、
奈
良
麻
呂
に
も
「
大
学
頭
」
と
付
記
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
何
故
「
内
舎
人
」
の
み
わ
ざ
わ
ざ
付
記
し
た

の
で
あ
ろ
う
か
。

　
奈
良
麻
呂
は
天
平
十
年
に
は
ま
だ
無
位
で
あ
っ
た
か
ら
無
官
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
県
犬
養
持
男
は
吉
男
の
弟
だ
ろ
う
。
兄
吉
男
が
内
舎

人
な
ら
、
弟
は
ま
だ
無
官
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
家
持
の
弟
大
伴
書
持
も
同
じ
く
無
官
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
三
手
代
人
名
と
秦
許
遍
麻
呂

に
つ
い
て
は
未
詳
だ
が
、
大
伴
池
主
は
天
平
十
八
年
家
持
が
越
中
守
と
し
て
赴
任
し
た
時
、
既
に
越
中
橡
で
あ
っ
た
。
上
国
の
撫
は
従
七

位
上
相
当
官
で
、
そ
れ
よ
り
八
年
前
の
こ
の
時
に
は
未
だ
付
記
す
る
ほ
ど
の
官
に
つ
い
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
時
、

吉
男
・
家
持
以
外
は
皆
無
官
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
家
持
の
「
内
舎
人
」
が
後
の
官
職
名
を
付
記
し
た
も
の
で
あ
る
な
ら
、
主
人
奈
良
麻
呂
以
下
の
人
々
に
も
付
記
す
る
は
ず
で
あ
る
。
こ

の
宴
に
列
し
た
の
は
、
若
い
ま
だ
無
位
無
官
の
御
曹
子
奈
良
麻
呂
を
主
人
に
、
ま
だ
官
職
に
つ
か
ぬ
若
い
連
中
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

そ
の
中
で
吉
男
と
家
持
だ
け
が
、
そ
の
年
か
ら
内
舎
人
に
な
っ
た
の
を
誇
ら
し
く
記
し
た
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
天
平
十
年
、
家
持

は
内
舎
人
で
あ
っ
た
と
、
私
は
考
え
る
。

10

四

　
『
公
卿
補
任
』
宝
亀
十
二
年
（
天
応
元
年
）
の
条
及
び
『
大
伴
系
図
』
に
記
さ
れ
た
家
持
の
養
老
二
年
誕
生
説
を
、
天
平
十
年
に
内
舎
人

で
あ
る
た
め
に
は
前
年
九
年
に
二
十
一
歳
以
上
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
令
の
規
定
に
合
わ
な
い
が
ゆ
え
に
捨
て
去
っ
て
し
ま
っ
て

い
い
だ
ろ
う
か
。

　
『
公
卿
補
任
』
に
は
誤
り
が
少
な
く
な
い
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
他
に
頼
む
べ
き
資
料
の
な
い
年
齢
な
ど
は
い
た
し
方
な
く
こ
の
『
公

卿
補
任
』
の
記
事
に
依
っ
て
い
る
現
状
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
橘
諸
兄
の
年
齢
は
『
続
日
本
紀
』
の
そ
の
嘉
伝
に
享
年
の
記
載
が
な
い
の
だ

が
、
葛
城
王
と
し
て
始
め
て
参
議
に
連
な
っ
た
天
平
三
年
、
「
年
四
十
八
歎
」
と
あ
り
、
「
天
武
元
年
甲
申
生
」
と
あ
る
。
天
武
元
年
は
天

武
十
三
年
の
誤
り
で
、
恐
ら
く
「
天
武
＝
二
年
甲
申
生
」
が
誤
写
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。
甲
申
の
年
は
天
武
十
三
年
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
か

ら
算
え
る
と
天
平
三
年
は
四
十
八
歳
忙
な
る
。
以
来
、
天
平
九
年
五
十
四
、
十
年
五
十
五
、
十
一
年
五
十
六
、
十
二
年
五
十
七
、
跳
ん
で



十
五
年
六
十
、
十
六
年
六
十
一
、
跳
ん
で
十
八
年
六
十
三
、
大
き
く
跳
ん
で
天
平
勝
宝
二
年
六
十
七
、
同
三
年
六
十
八
、
四
年
六
十
九
、

ま
た
跳
ん
で
同
八
年
七
十
三
、
九
年
七
十
四
（
藷
時
）
ま
で
正
確
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
年
齢
の
根
拠
ー
原
資
料
は
何
か
わ
か
ら
な

い
が
、
依
る
べ
き
も
の
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
　
、

　
天
平
元
年
（
七
二
九
）
か
ら
延
暦
二
十
五
年
（
八
〇
六
）
ま
で
七
十
八
年
間
の
『
公
卿
補
任
』
の
記
事
中
に
、
二
年
以
上
に
わ
た
っ
て

（
連
続
し
た
二
年
の
意
で
は
な
く
二
箇
所
で
あ
れ
ば
よ
い
）
年
齢
の
記
載
の
あ
る
公
卿
は
五
十
五
人
で
あ
っ
た
。
そ
の
各
人
の
年
齢
記
載
に
自

家
撞
着
を
起
し
て
い
な
い
も
の
は
三
十
七
人
で
あ
っ
た
。
約
六
八
％
で
あ
る
。
自
家
撞
着
を
起
し
て
い
る
十
八
人
の
中
に
は

　
　
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
　
文
屋
浄
三
　
6
9
7
0
7
1
7
3
7
3
7
4
7
5
7
6
　
7
8
歳

の
よ
う
に
途
中
で
狂
っ
た
が
元
へ
戻
っ
て
い
る
も
の
が
三
例
あ
っ
た
。
ま
た
、
次
の
よ
う
に

　
　
　
　
　
　
　
へ

　
　
中
臣
清
麿
　
6
0
6
2
6
3
6
4
6
5
6
6
6
7
6
8
6
9
7
0
7
1
7
2
7
3
廻
…

　
　
　
　
　
　
　
へ

留
鰭
霞
薯
購
錨
例
（
一
「
三
箇
所
し
か
な
く
て
票
狂
三
る
も
の
は
袈
い
）
で
あ
っ
奪
。
鷺
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
1

は
と
に
か
く
辻
褄
が
合
っ
て
い
る
。

　
『
公
卿
補
任
』
に
享
年
が
記
さ
れ
て
い
て
『
続
日
本
紀
』
に
も
記
載
の
あ
る
も
の
は
十
九
例
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
で
合
致
し
な
い
の
は

吉
備
真
備
一
例
の
み
で
あ
っ
た
。
真
備
は
『
続
日
本
紀
』
は
八
十
三
歳
と
記
し
、
『
公
卿
補
任
』
に
は
八
十
二
歳
と
あ
る
。
他
は
『
続
日

本
紀
』
の
記
事
で
修
正
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
例
え
ば
大
中
臣
清
麻
呂
は
天
平
宝
字
七
年
（
七
六
三
）
か
ら
宝
亀
六
年
（
七

七
五
）
ま
で
十
三
年
間
連
続
し
て
年
齢
を
記
し
、
そ
の
後
記
さ
ぬ
ま
ま
宝
亀
十
二
年
（
七
八
一
）
致
仕
し
て
七
年
後
延
暦
七
年
（
七
八
八
）

没
し
た
が
、
そ
の
享
年
の
記
載
は
『
続
日
本
紀
」
と
合
致
し
て
い
る
。
こ
れ
な
ど
『
公
卿
補
任
』
は
独
自
の
確
か
な
資
料
に
基
づ
い
て
年

齢
を
記
し
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
『
続
日
本
紀
』
の
享
年
か
ら
逆
算
し
て
記
し
た
と
思
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
家
持
は
『
公
卿
補
任
』
に
生
年
と
年
齢
と
を
一
箇
所
ず
つ
記
す
の
み
で
あ
る
。
生
年
の
記
録
は
、
前
記
調
査
の
範
囲
で
二
十
七
人
に
あ

る
が
、
年
齢
と
合
致
す
る
の
は
僅
か
十
一
人
分
で
、
正
確
度
は
約
四
〇
％
で
あ
る
。
家
持
の
場
合
も
第
一
章
に
述
べ
た
よ
う
に
生
年
の
記

載
は
全
く
誤
り
で
あ
る
。
し
か
し
年
齢
の
記
載
は
で
き
る
だ
け
生
か
し
た
い
と
思
う
。

　
天
平
九
年
十
二
月
一
日
、
二
十
歳
の
家
持
が
内
舎
人
の
候
補
に
選
び
出
さ
れ
る
可
能
性
は
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。



五

　
内
舎
人
任
官
の
こ
と
を
記
録
さ
れ
て
い
る
数
少
い
例
の
一
人
藤
原
曲
豆
成
の
場
合
は
、
『
続
日
本
紀
』
に
、
天
平
神
護
元
年
（
七
六
五
）
十

一
月
二
十
七
日
右
大
臣
と
し
て
墓
じ
た
こ
と
を
記
し
、
「
養
老
七
年
、
以
二
内
舎
人
一
兼
二
兵
部
大
丞
一
。
神
亀
元
年
授
二
従
五
位
下
↓
任
二
兵
部

少
輔
↓
」
と
あ
っ
て
、
最
後
に
「
莞
時
年
六
十
二
」
と
あ
る
。
養
老
七
年
（
七
二
三
）
は
二
十
歳
で
あ
っ
た
。
兵
部
大
丞
は
正
六
位
下
相
当

官
で
あ
り
、
内
舎
人
の
相
当
位
は
六
位
ま
で
で
あ
っ
た
か
ら
、
内
舎
人
で
あ
っ
て
兵
部
大
丞
を
兼
任
す
る
こ
と
は
あ
り
得
た
。
　
「
内
舎
人

ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
も

を
以
て
兵
部
大
丞
を
兼
ぬ
」
と
い
う
文
句
は
、
豊
成
が
そ
の
時
既
に
内
舎
人
で
あ
っ
た
か
と
も
思
わ
せ
る
が
、
こ
の
年
内
舎
人
に
任
官
し

た
と
し
て
も
、
実
に
十
九
歳
で
候
補
に
選
ば
れ
た
こ
と
に
な
る
。

　
豊
成
は
藤
原
鎌
足
の
曽
孫
に
当
り
、
不
比
等
の
長
子
武
智
麻
呂
の
嫡
男
で
あ
る
。
豊
成
の
祖
父
不
比
等
は
正
二
位
右
大
臣
で
嘉
じ
、
正

　
位
太
政
大
臣
を
追
贈
さ
れ
た
。
父
武
智
麻
呂
は
同
じ
く
正
二
位
右
大
臣
で
天
平
九
年
の
悪
疫
の
た
め
に
莞
じ
、
没
す
る
日
正
一
位
を
授

け
ら
れ
左
大
臣
を
拝
し
、
没
後
太
政
大
臣
を
追
贈
さ
れ
た
。
し
か
し
養
老
七
年
に
は
豊
成
の
父
武
智
麻
呂
は
中
納
言
従
三
位
で
あ
っ
た
か

ら
、
こ
れ
だ
け
で
は
三
位
の
子
で
あ
る
に
過
ぎ
な
い
が
、
贈
正
一
位
太
政
大
臣
不
比
等
の
嫡
孫
で
あ
る
こ
と
が
こ
の
特
任
と
な
っ
た
の
で

あ
ろ
う
。

　
軍
防
令
の
規
定
の
中
の
「
三
位
以
上
子
、
不
レ
在
二
簡
限
一
」
は
選
抜
審
査
を
免
除
す
る
の
み
な
ら
ず
、
年
齢
制
限
に
つ
い
て
も
特
別
の

扱
い
が
あ
り
得
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
家
持
が
生
ま
れ
る
前
後
和
銅
・
養
老
年
代
か
ら
天
平
初
年
に
か
け
て
三
位
以
上
で
あ
っ
た
氏
は
、
石
上
朝
臣
・
藤
原
朝
臣
・
大
伴
宿
祢

・
粟
田
朝
臣
・
阿
倍
朝
臣
・
小
野
朝
臣
・
巨
勢
朝
臣
・
多
治
比
真
人
の
八
氏
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
で
も
二
位
に
ま
で
登
り
得
た
の
は
、
石

上
・
藤
原
・
大
伴
・
多
治
比
の
四
氏
で
あ
っ
た
。
そ
の
大
伴
氏
の
将
来
の
棟
架
た
る
べ
き
家
持
が
、
藤
原
豊
成
ほ
ど
で
は
な
い
に
し
て
も

二
十
一
歳
以
前
に
内
舎
人
に
任
宮
す
る
こ
と
は
あ
り
得
た
で
あ
ろ
う
。
家
持
の
父
旅
人
も
祖
父
安
麻
呂
も
大
納
言
従
二
位
ま
で
で
、
大
臣

に
は
至
り
得
な
か
っ
た
が
、
川
口
氏
の
こ
と
ば
を
借
り
れ
ば
、
「
曽
祖
父
長
徳
は
難
波
朝
の
大
紫
位
右
大
臣
で
あ
っ
た
。
こ
の
血
筋
は
や

は
り
も
の
を
い
っ
た
ろ
う
。
」

　
家
持
は
天
平
十
年
に
内
舎
人
に
任
官
し
た
。
年
齢
は
養
老
二
年
誕
生
説
に
よ
り
、
こ
の
時
二
十
一
歳
で
あ
っ
た
。
そ
の
前
年
九
年
の
十

一Z2



二
月
一
日
に
内
舎
人
候
補
に
選
ば
れ
た
時
、
二
十
歳
で
あ
っ
た
。
令
の
規
定
よ
り
一
年
早
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
天
平
九
年
は
大
変
な
年
で
あ
っ
た
。
『
続
日
本
紀
』
は
四
月
の
条
に
九
州
の
諸
国
に
疫
瘡
が
流
行
し
て
多
数
の
死
者
を
出
し
た
こ

と
を
記
し
て
い
る
が
、
既
に
天
平
七
年
の
末
尾
に
「
是
の
歳
、
年
頗
る
稔
ら
ず
。
夏
よ
り
冬
に
至
る
ま
で
、
天
下
碗
豆
瘡
（
俗
に
裳
瘡
と
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
が
さ

ふ
）
を
患
ひ
て
天
死
す
る
者
多
し
」
と
あ
る
。
碗
豆
瘡
と
は
俗
に
裳
瘡
と
言
わ
れ
た
恐
ろ
し
い
天
然
痘
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
新
羅
か

ら
北
九
州
へ
侵
入
し
て
来
た
の
だ
っ
た
。
朝
廷
で
は
そ
れ
に
対
す
る
何
ら
の
手
を
打
つ
こ
と
な
く
、
翌
八
年
二
月
に
は
遣
新
羅
使
を
任
命

し
た
。
遣
新
羅
使
の
一
行
は
翌
九
年
正
月
帰
朝
し
た
が
、
大
使
は
帰
途
対
馬
で
病
死
し
、
副
使
大
伴
三
中
も
病
気
で
一
行
と
共
に
都
へ
戻

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
大
伴
三
中
が
病
癒
え
て
拝
朝
し
た
の
は
三
月
二
十
八
日
で
あ
っ
た
。
こ
の
遣
新
羅
使
の
一
行
も
天
然
痘
の
蔓

延
に
一
役
買
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
だ
が
、
天
平
九
年
春
、
天
然
痘
は
つ
い
に
都
に
も
発
生
し
た
。
四
月
か
ら
八
月
の
間
に
右
大

臣
藤
原
武
智
麻
呂
、
中
納
言
多
治
比
県
守
、
参
議
藤
原
房
前
・
藤
原
宇
合
・
藤
原
麻
呂
ら
政
界
の
枢
要
な
地
位
に
あ
る
大
官
た
ち
が
相
継

い
で
没
し
た
。
六
月
一
日
に
は
廃
朝
し
て
、
『
続
日
本
紀
』
は
「
百
官
の
官
人
、
疫
を
患
ふ
を
以
て
な
り
」
と
記
し
て
い
る
。
ま
た
天
平

九
年
の
末
尾
に
「
是
の
年
の
春
、
疫
瘡
大
い
に
発
る
。
初
め
筑
紫
よ
り
来
れ
り
。
夏
を
経
て
秋
に
渉
り
て
、
公
卿
以
下
天
下
の
百
姓
相
継

ぎ
て
没
死
す
る
も
の
計
ふ
あ
た
は
ず
。
近
代
よ
り
こ
の
か
た
末
だ
こ
れ
有
ら
ざ
る
な
り
」
と
記
し
て
い
る
。
私
は
旧
稿
「
大
伴
家
持
の
生

涯
」
（
『
万
葉
集
講
座
』
第
六
巻
「
作
家
と
作
品
∬
』
所
牧
、
昭
和
四
十
七
年
十
二
月
）
に
「
諸
官
庁
も
ま
た
多
く
の
メ
ン
バ
ー
を
失
っ
た
で
あ
ろ
う
。
内
舎
人
も
例
外
で
は
な
か
っ
た
は
ず
で

あ
る
。
こ
の
年
の
十
二
月
の
内
舎
人
の
選
考
に
、
家
持
は
候
補
者
と
し
て
選
ば
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
『
令
』
の
規
定
で
は
内
舎
人
は
二
十

一
歳
以
上
と
な
っ
て
い
る
が
、
天
然
痘
で
人
員
の
減
っ
た
内
舎
人
を
補
充
す
べ
く
、
三
位
以
上
の
家
柄
の
子
弟
は
一
年
ぐ
ら
い
早
い
者
も

選
ば
れ
る
可
能
性
が
大
い
に
あ
る
だ
ろ
う
」
と
書
い
た
。

　
家
持
は
規
定
よ
り
一
年
早
い
任
官
を
し
た
と
、
私
は
考
え
る
。
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